
























































第３章  フッサール現象学の認識論的考察――『イデーン 1 』 
 












































































































































構造分析において、社会的世界を、社会的直接世界 soziale Umwelt 、同時代世界 Mitwelt 、
先代世界 Vorwelt 、後代世界Folgeweltに区分しているが、それらの圏域のいずれもまた
「主観－客観図式」のうちで論じられている。しかし現象学的には次のように言わねばな





































































































































































「心理学および精神科学の本質的な形相的基礎」（ Husserl 1950b=1979: 102 ）として、




意味と権限は、現象学の支配下に属する」（ Husserl 1950b=1979: 258 ）。 したがって、現
象学は超越的認識の可能性をめぐる問題を解決しつつ、諸本質探究の「方法論の原理的解
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